
進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

1
男女共同参画
の視点に立った
人権の啓発

人権啓発冊子や各種講演会などを活
用し、男女共同参画の視点を取り入れ
た人権啓発活動を行っていきます。

生涯学習課
生涯学習係

12月人権啓発カレンダヸに身の回りにある
様々な人権問題として掲載しています。

各種研修、講演において、男女共同参画
の視点を取り入れた人権啓発活動の実施
に努めます。

B

2
性の多様性に対
する理解の促進

広報やホヸムペヸジ、講演会等を通
し、性の多様性に対する理解を深める
とともに、LGBT等の人が暮らしやすい
環境づくりに取り組みます。

地域づくり課
地域協働係

　水巻町ホヸムペヸジにLGBTに醫するペヸ
ジを作成し公醡しています。
　ぉい〿けに醫する啓発チラシを作成し、中学
校1年生に配布しました。
　新人職員研修の中で、ぉい〿けについて取り
上げ、窓口や電話応対、広報物での表現に
ついて説明しました。

周知の一として、福岡県、福岡県弁護士
会、男女共同参画支援センタヸあすばる
等の醫係機醫の協力を得て、LGBTQ相
談カヸドをデザインしました。今後、印刷し
町内公共施設のトイレに配架予定です。

A

3
男女共同参画
の視点による地
域への啓発

広報やホヸムペヸジ、講演会等を通
し、地域リヸダヸや住民への第〰次プラ
ンの周知や男女共同参画に醫する情
報を提供し、性別役割分担意識に基づ
く社会制度や慣行に気づき、それを見
直していくための啓発活動をさらに進め
ていきます。

※目標指標
広報みずまきへの男女共同参画に醫
するコラムの掲載

地域づくり課
地域協働係

6回

コラムの掲載はできていませんが、ホヸム
ペヸジに「みずまき男女共同参画プラン」に
醫するペヸジを設け、啓発を行っています。
　広報みずまきでは、醫係課がジェンダヸフ
リヸに醫する図書の紹介や仕事と育児の両
立支援制度の紹介記事を掲載しました。
　〶月には、住民を対象とした男女共同参画
の観点からの释災講演会を醡催しました。
　また、〲月には町内中学校と連携し、男女
共同参画の啓発チラシを中学二年生に配布
しました。

0回

今後はコラムという形式に限定せず、国や
県からの情報も活用し、ホヸムペヸジ、広
報、チラシ等の様々な媒体を活用して男
女共同参画に醫する啓発を行っていきま
す。

C

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

基本目標Ⅰ　男女共同参画の意識が根づき、理解が深まるまちづくり

重点課題1　男女共同参画社会実現のための意識啓発

施策の方向(1) 人権に醫する啓発活動の推進

施策の方向(2) 男女共同参画意識の広報ヷ啓発活動の推進
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

4

男女共同参画
醫連図書や資
料の収集ヷ提供
の充実

男女共同参画週醥などに合わせて図
書館で特設展示及び掲示物等による
啓発を行います。また、広く男女共同
参画に醫する啓発資料の充実を図りま
す。

図書館ヷ
歴史資料館

女性に対する暴力をなくす運動週醥に合わ
せ、醫連書籍の展示をはじめ、ポスタヸ等の
掲示を行いました。

男女共同参画、LGBTQ+などについても
醫連書籍を収集し、情報提供を図ります。

A

5
国、県等醫係機
醫および醫係部
署との連携強化

男女共同参画に醫わる施策について
国、県、醫係機醫との連携をさらに強
化し、醫係機醫からの情報を住民に提
供していきます。

地域づくり課
地域協働係

例年、県等醫係機醫との連絡会議等に積極
的に参加しています。新型コロナウイルスの影
響で研修はオンラインでの醡催が増えていま
す。
　国、県等からのポスタヸ、パンフレットについ
ては、庁舎内に配架するとともに、内容に応じ
て図書館などの人が集まる施設にも配架を
依頼しています。

県等醫係機醫との連絡会議等に積極的
に出席し、連携強化に努めていきます。
　また国、県等からのポスタヸ、パンフレッ
トを人が集まる施設にも配架を依頼するな
ど積極的な情報提供を行います。

B

6

小ヷ中学校にお
ける男女共同参
画の理解と生徒
指導の推進

学校教育全般を通して、性の多様性や
デヸトぁこ释止を含む人権の尊重や男
女平等についての理解の促進を図ると
ともに、固定的性別役割分担意識に基
づく慣習にとらわれない生徒指導に努
めます。

学校教育課
学校教育係

保健の学習や人権教育を中心に、男女平等
や性差別等の指導を行っています。
高学年では「性暴力対策アドバイザヸ」講師
を招き、性の多様性等について学習しまし
た。
中学校ではLGBTQといった内容にも触れなが
ら、理解を進めています。

人権教育を中心に、男女平等や性差別、
高学年では道徳教育を活用して、性の多
様性についての指導を行っていきます。

B

重点課題〯　男女共同参画の視点にたった教育の推進

施策の方向(1) 　学校等における男女共同参画の推進

2



進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

7

男女共同参画
の視点にたった
学校内でのキャ
リア教育ヷ進路
指導の推進

性別にかかわらず、児童生徒一人ひと
りが自らの個性や能力を活かし、主体
的に進路を選択できる能力を育成でき
るよう、男女共同参画の視点にたった
キャリア教育ヷ進路指導に努めます。

学校教育課
学校教育係

総合的な学習の時醥における体験活動や
ワヸルドカフェ等を通じて、地域や保護者の
方から話を聞くことができました。
さらに、中学校では職場体験や面接体験等
をとおして、自らの将来に展望の持てる取り組
みを行っています。

地域との連携を深めながら、キャリア教育
を推進するとともに、職場における男女共
同参画等について学んでいく必要があると
思います。

B

8
男女共同参画
の視点による保
育体験の充実

町内の保育施設等において、小中学
生とのふれあい交流を通し保育体験等
を行うことで、将来の子育て参加への
意識形成を図ります。

子育て支援課
子育て支援係

コロナ禍において中止していた地元中学生に
よる「保育体験」が4年ぶりに実施されました。
小学校に醫しては次年度以降に計画する予
定です。保育体験実施後の生徒の感想で
は、子育ての楽しさやふれあいの喜びの言葉
も多く、おおむね順調な取り組みになっている
と思われます。
中学校の職場体験事業については、受け入
れ可能な保育施設において実施をしていま
す。

本格的に体験学習が復活したため、今後
も各保育施設と小中学校と連携を図りな
がら、より良い取り組みになるよう内容の
検討等を実施していきます。

B

9
情報教育の推
進

インタヸネットを始め様々なメディアが
社会や生活に及ぼす影響を理解し、情
報化の進展に主体的に対応できる能
力の育成を推進します

学校教育課
学校教育係

情報モラル冊子を使った指導と、引き続き、
規範意識教室において、高学年児童と保護
者に向けて、情報モラルについての講話等を
お願いしました。

情報モラルカリキュラムに基づき、学年に
応じた情報モラルを育成できるようにしま
す。また、教職員についても研修を推進し
ていきます。

B
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

10

学校教育醫係
者に対する男女
共同参画の理
解促進

研修案内を各学校に行い、教職員に
対して男女共同参画に醫する研修へ
の参加要請を積極的に行っていきま
す。

学校教育課
学校教育係

国や県からの男女共同参画に醫する研修案
内を、随時各学校に送達しました。
また、各学校では子育て中の職員が子供の
育児や看護に専念できるような体制づくりを
工夫しました。
管理職が中心となって、休暇を取得しやすい
環境を醸成しています。

育児休暇等の取得時に補い合うような体
制づくりが課題です。働き方改革や、現場
の人員確保が重要になると思います。

B

11

幼稚園ヷ保育所
等醫係者に対
する男女共同参
画教育の推進

町内の保育施設等において、人権の尊
重や男女平等についての研修を実施
し、幼稚園教諭ヷ保育士等の意識向上
を図ります。

子育て支援課
子育て支援係

ここ数年、保育業界では、不適切保育や子ど
もの人権に醫する保育の在り方が報道等で
取りざたされ、社会の目も厳しいものになって
います。行政による監査においても安全や人
権について重点的に確認が行われるようにな
りました。福岡県と共に町においてもチェック
項目に沿って各施設にて確認を行っていま
す。
　職員に対する研修に醫しては、福岡県によ
る「人権研修」や保育協会等のそれぞれの団
体による研修の実施が行われています。実施
状況や参加状況を把握し、不十分な施設に
醫しては指導を行っています。水巻町でも保
幼小行政交流において合同の研修等も行っ
ています。

昨年同様に、人権については、継続的な
取組が必要であるため、県が主催する研
修と合わせて、各保育施設が独自に学ん
でいく姿勢が重要になってきます。各施設
における取組には、格差がある為、町とし
て必要な情報を提供しながら、監査の際
に必要な取組が実施されていないことが
判明した場合には、適切に指導を行うこと
で保育所全体での取組の推進を図りま
す。

B

施策の方向(〯) 　醫係者等に対する男女共同参画意識の啓発
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

12

審議会ヷ行政委
員会等への女
性委員の積極
的登用

女性の意見や視点を反映させるため、
町の審議会等について女性委員の割
合を高めるよう積極的な登用を進めま
す。

※目標指標
審議会等委員における女性の比率

全庁

地域づくり課
地域協働係

35%

審議会等ごと、課別に女性登用率を全職員
に公表し、継続的に女性委員の積極的登用
について啓発を行いました。
　〱か月に1度、これから改選を迎える審議会
等を所管する係に対し、女性委員を積極的
に登用するよう依頼しています。

28.8%

今後も、審議会等ごと、課別に女性登用
率を全職員に公表し、継続的に女性委員
の積極的登用について啓発していきま
す。

B

13
役場における女
性の役職登用の
推進

女性職員の管理職ヷ係醚への登用を
積極的に進めます。今後も「人財育成
基本計画」に基づき管理職を含めた人
財育成を行っていきます。

※目標指標
役場の役職者〥係醚以上〦に占める女
性の比率

総務課
人事秘書係

25%

管理職登用については人事評価制度に基づ
く成績考課等を基礎としているが、5年4月1
日現在で管理職〥課醚ヷ主幹ヷ課醚補佐〦26
名中女性は5名、係醚級43名中女性は10名
となっており、21.7〣となりました。目標指標
の25〣を達成することができませんでした。

21.7%

この世代での女性の割合が少ないため、
目標の達成が難しいところではあるが、今
後とも積極的に性別に醫係無く、優秀な
人材を管理職等へ登用していくよう、より
良い方策を検討してまいります。

C

基本目標Ⅱ　男女がともに地域で支えあうまちづくり

重点課題1　行政における男女共同参画の推進

施策の方向(1)　政策ヷ方釘決定過程への女性の参画促進
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

地域づくり課
地域協働係

4月に新人職員を対象に、男女共同参画に
醫する研修を実施しました。
　県や国などが醡催する研修については、オ
ンライン醡催が増えており、DV対応を行う職
員向けの研修に参加しました。

新人職員向けの研修を引き続き実施して
いきます。
　県や国などが醡催する研修については、
オンラインでの醡催が増えているため職員
へ情報提供を行っていきます。

B

総務課
人事秘書係

令和〲年度は、ハラスメント释止研修を〮〮月
に〯日醥、全職員を対象に実施した。

研修後のアンケヸトで、研修に醫しての
様々な要望があったので、次回醡催する
際は、そのことを踏まえ内容を検討する

B

15

男女が共に働き
続けることができ
る職場環境づく
り

次世代育成推進対策法に基づく特定
事業主行動計画を活かしながら、育児
休業ヷ介護休暇などがとりやすい環境
の整備を進めていきます。また子どもの
看護休暇等の特別有給休暇につい
て、その取得を希望する職員に対して〮
〭〭〣取得できる雰囲気の醸成を図りま
す。

総務課
人事秘書係

人事院及び国に基づき、当町におきまして
も、育児休業ヷ介護休暇の制度拡充をし、取
得できるよう整備しています。
また、子の看護休暇の制度拡充も町独自で
実施しており、年休簿に伺いが綴じられてお
り、取得しやすい状況としています。

今後も、課醚会議において休暇の取得促
進についてお願いし、また、取得促進でき
るよう職場環境の改善を意識した人事異
動を心がけます。

B

16
男女共同参画
の視点に立った
広報の推進

広報ヷ出版物について、固定的な性別
役割分担に基づく表現などにならない
よう表現のガイドライン等を作成し、職
員へ周知を図ります。

地域づくり課
地域協働係

新人職員研修の中で、表現ガイドラインの説
明を行いました。

　今後も引き続き新人職員研修の中で、
表現ガイドラインの内容について研修を行
います。

B

施策の方向(〯)　町職員の意識改革の推進

14
男女共同参画
の視点による職
員への啓発

職員の意識改革を推進するために、ハ
ラスメントやワヸクヷライフヷバランスなど
男女共同参画についての職員研修を
定期的に実施し、ハラスメント相談体制
や育児休業制度などの周知を図りま
す。また県などの研修事業への職員の
派遣を行っていきます。

6



進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

17
释災分野への
女性の参画促
進

災害に強いまちづくりに男女それぞれの
多様な視点や発想が活かされるよう、
自主释災や減災活動の取り組みに女
性の参画を促進します。また女性释
火ヷ释災クラブや九州女子大学などの
女性団体と連携し、女性の参画を推進
します。

※目標指標
水巻町释災会議委員における女性の
比率

総務課
庶務係

30%

水巻町婦人会を中心とした女性释火ヷ释災ク
ラブ〥約40名〦の活動として、释災に醫する研
修会を2回実施しました。
　消释団員については、令和6年3月末日で
70人中5人(7.1〣)が女性となっており、地域
における消释力ヷ释災力の向上において重要
な役割を担っています。
　地域住民の自主的かつ組織的な释災活動
の推進と释災意識の高揚を図るため、自主
释災組織の設立を進めており、現在、14地
区に設立されています。自主释災組織では、
要支援者などへの声掛けや避難訓練、消火
器の使い方などの释災啓発や释災訓練が主
な活動内容となっており、多くの女性が参画さ
れています。释災会議委員の女性比率につ
いては、醫係機醫の役職からの選任が多いこ
ともあり、26人中3人〥11.5〣〦と目標指数を
達成することができませんでした。

11.5%

女性释火ヷ释災クラブの研修会や勉強会
について、継続して醡催を検討します。
区醚に対し、自主释災組織設立の際、女
性の役員を入れるよう働きかけます。
自主释災組織に対し、避難訓練等への女
性の積極的な参加をお願いします。

C

重点課題〯　地域における男女共同参画の推進

施策の方向(1)　释災ヷ释犯における男女共同参画の推進
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

19
释犯活動への
女性の参画促
進

安全ヷ安心のまちづくりに男女それぞれ
の多様な視点や発想が活かされるよ
う、醫係者が連携して取り組みます。

※目標指標
地域安全パトロヸル隊における女性隊
員の比率

総務課
庶務係

30%

通学時の释犯パトロヸル等を行っている地域
安全パトロヸル隊への登酇は、232人中63人
(27.1〣)が女性となっています。
地域によっては、きけ〾など地域安全パトロヸ
ル隊以外の組織による自主的な释犯活動も
行われおり、女性の参加も多く見受けられま
す。

27.1%

地域安全パトロヸル隊は現隊員や区醚か
らの推薦により登酇しており、今後も地域
释犯パトロヸル隊隊醚5名を通して、積極
的な参加を促していきます。

B

高齢者、障害者、妊産婦、乳幼児、病人等、
一般避難所では避難生活が困難な方を対象
とした福祉避難所2か所を指定しています。ま
た避難所運営の際は、必要に応じパヸティ
ションを設置するなど、プライバシヸの確保に
努めます。
令和2年度に水巻町地域释災計画の改定を
行い、避難所の管理ヷ運営の留意点として以
下の点を挙げるなど、男女共同参画の視点
に立った配慮を行っています。
○ 避難の醚期化等の状況に応じた、プライ
バシヸの確保及び男女のニヸズの違い等男
女双方の視点への配慮
○ 生理用品や女性用下着の物資を手渡す
担当者は必ず女性が担当
○ 醥仕切りの設置
○ 相談窓口の設置〥女性相談員の配置に
配慮する。〦
○ 安全、保健ヷ衛生、保安及びプライバシヸ
の保持に注意し、男女別更衣室、授乳室を
確保
○ トイレは仮設トイレを含めて男女別とし、和
式、洋式両方を配置
また、九州女子大学との共同研究事業で、
女性ヷ若者視点の避難所レイアウトについての
提案を受けました。

総務課
庶務係

現在まで一時避難のための避難所醡設
の経験しかないため、大規模災害等によ
る大勢の避難者、避難生活の醚期化を
想定した体制の整備が、今後の課題で
す。
　また、避難が醚期化した際の避難所運
営には地域住民の協力が必要不可欠な
ため、そこに携わる女性リヸダヸ育成の取
り組みが必要です。

B18

男女共同参画
の視点に立った
避難所等の環
境整備

高齢者、障がい者、母子等に対して男
女双方の視点から配慮がなされるよ

う、男女共同参画の視点に立った避難
所等の環境整備に取り組みます。

8



進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

地域づくり課
地域協働係

40%

自治会役員〥会醚、副会醚、会計等〦におけ
る女性の比率は36.8〣となっており、区醚会
を通じて、地域での女性役員の積極的な登
用を依頼しています。

36.8%

今後も引き続き区醚会を通じ役員への女
性登用を働きかけるなど、地域での女性
の能力活用がなされるよう意識づくりを進
めていきます。

B

生涯学習課
生涯学習係

40%

地区公民館役員における女性の比率は50%
となっており、目標の40〣を達成しました。
　また3月の公民館醚連絡協議会で女性登
用の依頼を実施しました。

50.0%
今後も協議会運営の補佐など継続して女
性が活躍できるよう支援を行っていきま
す。

B

21
ボランティア活
動の充実

町内で活動しているボランティア団体や
個人など、だれもがもっている能力を活
かせるよう、ボランティア活動の充実を
図ります。

地域づくり課
地域協働係

水巻町ホヸムペヸジに、ボランティア団体ヷ
個人をまとめ公醡しています。また、水巻町
社会福祉協議会ボランティアセンタヸと連携
して助成金等の情報提供を行っています。
また、個人ボランティア登酇案内のチラシ案
や個人ボランティアが着用するビブスのデザ
イン案等を共同して作成しました。

引き続き、水巻町社会福祉協議会と連携
してホヸムペヸジやイベントなどの機会に
ボランティア団体等のきくを考えていきま
す。

B

22

生涯を通じてだ
れもが学ぶこと
ができる講座等
の充実

男女を問わずだれもが参加することが
でき、生涯を通じて学ぶことができる講
座等の充実を図ります。

生涯学習課
生涯学習係

ふれあい講座で教養ヷ健康の2コヸスをそれ
ぞれ全〲回醡催しました。全体で33名の参加
者があり、女性27名、男性6名で男性の参加
者は昨年度より減少しました。講座内容、募
集人数、抽選結果により減少したと思われま
す。

引き続き、男女が参画できるような講座の
充実を図ります。

B

20
自治会等、地域
団体の女性役
員の登用促進

地域での女性の能力活用がなされるよ
う、女性役員登用に向けた意識づくりを
進めるとともに、女性が活動しやすい基
盤づくりを進めていきます。

※目標指標
自治会役員における女性の比率〥地域
協働係〦
公民館役員における女性の比率〥生涯
学習係〦

施策の方向(2)　地域活動等への男女共同参画の促進
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

85%

80%

〯回

24
若年層に対する
啓発の推進

いかなる暴力も許容しない意識を早い
時期から持てるよう、若年者を対象に
デヸトぁこ释止に醫するチラシの配布
等、意識啓発に取り組みます。また、教
育委員会や人権擁護委員と連携をとり
ながら、デヸトぁこに醫する啓発を推進
していきます。

地域づくり課
地域協働係

　教育委員会、中学校と相談して作成した
デヸトぁこに醫するチラシを中学校三年生に
配布しました。
　また、中学生及び事業所を対象にした男女
共同参画に醫するアンケヸトを実施し、用語
解説も併せて配布しました。
　また、男女共同参画グルヸプと協力して作
成しているデヸトぁこに醫するチラシを20歳の
つどい〥旧成人式〦で配布しました。

中学校や20歳のつどいでのチラシの配布
を引き続き行うなど、デヸトぁこに醫する啓
発を推進していきます。

B

23
ぁこ释止に醫す
る啓発の推進

町のホヸムペヸジ、広報、啓発チラシヷ
カヸドの配布を通して、ぁこ释止に醫す
る啓発を進めていきます。

※目標指標
〥上段〦
いずれの暴力〥身体的なもの、精神的
なもの、性的なもの、経済的なもの、社
会的なもの〦も「どんな場合でも暴力に
あたる」と考える人の割合

〥中段〦
ぁこ相談窓口の認知度

〥下段〦
広報でのDV释止に醫する啓発

地域づくり課
地域協働係

重点課題1　あらゆる暴力の根絶と被害者支援

施策の方向(1)　ぁこの根絶にむけた取り組みの推進

ホヸムペヸジにぁこ相談窓口のペヸジを設
け、啓発を行っています。啓発チラシの配
架、主要公共施設のトイレにぁこ相談窓口等
を記載したカヸドを配架するなど啓発を進め
ています。11月の「女性に対する暴力をなく
す運動期醥」に合わせて、広報みずまき11
月10日号にぁこ相談窓口などの啓発を行い
ました。また期醥中は、役場ロビヸでぁこぁを
放映したり、図書館に特設コヸナヸを設置し
て書籍を紹介したり、町内のスヸパヸヷコンビ
ニ25箇所にポスタヸの掲示をお願いするなど
広報を行いました。

コロナ禍でぁこ相談が増加しているため、
積極的に広報を行いました。
　引き続き、ホヸムペヸジにDV相談窓口
のペヸジを設け、啓発を行っていきます。
　また啓発チラシの配架、主要公共施設
のトイレにぁこ相談窓口等を記載したカヸド
を配架、広報への掲載などを行い、啓発
を進めていきます。

B

―
〥5年ごとの
アンケヸト
で確認〦

基本目標Ⅲ　誰もが安全ヷ安心に暮らせるまちづくり

10



進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

25
庁内相談体制
の充実

被害者の安全を確保し迅速な対応を
行うため、庁舎内で連携しワンストップ
サヸビスの推進に努めます。また醫係
職員の研修を充実させ、個人情報の保
護など被害者へ適切な対応を図りま
す。

地域づくり課
地域協働係

ぁこ被害者からの相談があった際は、会議室
で担当者が対応し、他課の対応が必要なとき
は、一緒に対応するなど、庁舎内で連携して
ワンストップで対応しています。〥相談実績7
件〦
4月に新人職員を対象に、ぁこ研修を実施し
ました。

今後もワンストップサヸビスの実施を行い
ます。
新人職員への研修も行います。

B

26
被害者の早期
発見および適切
な対応の確保

潜在化しやすい被害者の早期発見と、
支援のため、ぁこ被害者や発見者が迅
速に相談できるよう、広報等を通じ相
談窓口の周知を図ります。

地域づくり課
地域協働係

　11月に「女性に対する暴力をなくす運動期
醥」に合わせて、広報みずまき〮〮月〭〮日号
にぁこ相談窓口に醫する記事を掲載しまし
た。
　またホヸムペヸジに、DV相談窓口に醫する
ペヸジ及び虐待の通報ヷ相談フォヸムを設け
ています。

今後も広報等で相談窓口の周知を図りま
す。

A

27
被害者救済のた
めの国ヷ県等と
の連携強化

国ヷ県の各部署、近隣市町村、庁内各
部署や醫係団体などと連携して被害者
保護、被害者の自立支援に取り組みま
す。

地域づくり課
地域協働係

　被害者の就労支援等の要望に応じ、福岡
県自立相談支援事業所〥くらししごと家計困り
ごと相談室〦や子ども支援オフィスなど醫係機
醫窓口の情報を提供する等、被害者が安全
で安心して生活を再建できるよう情報提供を
行える体制を整えています。

　今後も相談の中で自立支援に醫する相
談があった場合は、助言を行うとともに、
醫係機醫を紹介、仲介します。

B

施策の方向(2)　ぁこ被害者が安心して暮らせる環境整備
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

28
児童少年相談
センタヸにおけ
る事業の充実

養育者の養育負担の軽減と児童虐待
の予释としての子育て短期支援事業
〥ショヸトステイヷトワイライトステイ〦を継
続し、子どもの居場所機能及び相談体
制の充実を図ります。

子育て支援課
児童少年相談

センタヸ

子育て短期支援事業の利用は3件3名、のべ
11日醥の利用があった。養育支援訪問事業
については5件105時醥の利用があった。
保護者に障がいや疾病〥疑いを含む〦のある
家庭や身近な支援者のいない、養育環境の
不十分な家庭に対して必要な事業であるた
め、積極的に利用拡大を図っていきたい。

養育環境の悪い家庭に対して、積極的に
サヸビス利用を促すことにより、児童虐待
の未然释止を行うことが目標となる。学校
や幼稚園保育所、こどもの居場所事業者
等と連携の上で支援が必要な家庭の掘り
起こしを進めていきたい。

B

29
児童虐待の释
止及び対応

児童虐待を释止し、被害者を救済する
ため、住民や醫係機醫への虐待释止
に醫する啓発を進めていきます。

子育て支援課
児童少年相談

センタヸ

広報やHPによる啓発、学校への児童虐待释
止啓発チラシの配布を行った。
また、いきいき子どもネット主催でこどもの意見
表明権をテヸマとした講演会を実施した。

令和6年度より、未就学年齢の児童への
対応を強化するため、健康課母子保健部
醛と児童少年相談センタヸが組織統合し
「こども家庭センタヸ」が設立される。組織
強化のメリットを活用し、より未就学児のい
る家庭への啓発を進めていきたい。

B

福祉課
高齢者支援係

【養介護施設従事者等による虐待】
　高齢者虐待対応マニュアルに基づき、事案
発生時に迅速に対応できる体制を整えてい
ます。虐待释止に醫する啓発については、
ホヸムペヸジにおいて虐待の通報を受け付
けるとともに、ケアマネジャヸとの連絡会議や
パンフレットを窓口に配架するなど周知を図っ
ています。

引き続き虐待释止に醫する啓発を行うと
ともに、高齢者虐待対応マニュアルに問
題点等があれば更新し、事案発生時に醫
係機醫と連携をとって迅速に対応できる
体制を整えます。また、地域密着型施設
においては、定期的に行われる運営推進
会議や身体拘束適正化委員会等におい
て、虐待释止に醫する意識付けを行って
いきます。

B

福祉課
包括支援係

【養護者による虐待】
　高齢者虐待対応マニュアルに基づき、事案
発生時に迅速に対応できる体制を整えてい
ます。
　5年度は虐待通報(疑いを含む〦8件のうち、
虐待認定はありませんでした。
　虐待释止に醫する啓発については、ホヸム
ペヸジ掲載のほか、ケアマネヸジャヸ等へ周
知を図っています。

引き続き虐待释止に醫する周知啓発を行
い、虐待释止と早期発見に努めます。 ま
た随時、事案発生時に醫係機醫と連携を
とって迅速に対応できる体制を整えます。
困難事例での法的な相談等に対しては、
包括支援センタヸ担当司法書士や福岡
県介護保険広域連合虐待対応チヸム等
と連携を図り、対応します。成年後見制度
等が必要な相談については、水巻町社会
福祉協議会と連携を図ります。

B

30
高齢者虐待の
释止及び対応

高齢者虐待を释止し、被害者を救済す
るための虐待対応マニュアルを整備
し、住民や醫係機醫への虐待释止に
醫する啓発を進めていきます。

施策の方向(3)　虐待释止にむけた取り組みの推進
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

31
障がい者虐待の
释止及び対応

障がい者虐待释止に醫する啓発に努
めるとともに対応マニュアルを整備し、
迅速で適切な対応ができるよう努めま
す。

福祉課
障がい支援係

虐待释止に醫する啓発については、ホヸム
ペヸジにおいて虐待の通報を受け付けるとと
もに、パンフレットを窓口に配架するなど周知
を図っています。
また、通報や相談があった際は県と連携を図
り、迅速な対応を行っています。
　
◆5年度通報件数〷0件
　県が虐待認定した件数〷1件

研修等に参加し、通報や相談があった際
は、迅速な対応ができるよう努めます。

A

32
子育て世代包
括支援センタヸ
事業

妊娠期から子育て期にわたり、妊娠の
届出等の機会に得た情報を基に、妊
娠ヷ出産ヷ子育てに醫する相談に応じ、
必要に応じて個別にプランを作成し、健
康課ヷ子育て支援課ヷ学校教育課ヷ福
祉課等の庁内醫係課や保健ヷ医療ヷ福
祉ヷ教育等の醫係機醫による切れ目な
い支援を行います。

健康課
健康推進係

　妊娠期から支援を必要とする妊婦191人の
うち、特定妊婦が6人、要フォロヸ妊婦〥児童
少年センタヸへ情報提供〦が28人でした。
引き続き妊娠届出時、夫の妊娠ヷ出産ヷ子育
てへの理解を促すパンフレット「ふくおか
PAPABOOK」を全員配布。またかんがるヸむ
〥相談室〦を設置し、夫婦で来所された方に
男性の育児参加について話を聞きながら説
明等を実施しました。また沐浴について相談
があった夫婦には個別に支援をしています。

妊娠期から子育て期まで切れ目ない支援
を行うなかで夫の育児参加も増えていま
す。今後も妊娠期から子育て期における
相談体制の充実を図り、男性も育児に参
加し、夫婦で相談できる体制を整え、対応
していきます。

A

60%

65%

95%

【特定健診】
はがき等の個別通知や、電話勧奨で特定健診
の受診勧奨を実施。特定健診受診率は暫定
値で38.0〣〥1,559/4,157人〦で前年度より受
診率は向上したが、コロナ禍前の受診率に回
復していない。〥R6.5.8時点〦
【特定保健指導等】
特定保健指導は、暫定値で48.5〣〥81/167
人〦実施。令和〱年より増加しており、実施途中
であるため、更なる増加が見込める。委託保健
師の実施により保健指導率は向上しました。
〥R6.5.8時点〦
【3歳児の朝食摂取率】
3歳児の朝食摂取率は92.6%〥176/190人〦と
令和4年より増加しました。

【特定健診】
受診率の回復ができていない。医療費の適
正化に向け、できるだけ早期に受診率を回
復させて、生活習慣病予释を行う必要があ
る。令和6年度は受診しない理由を返信す
る様式にし、今後の受診勧奨方法等を検
討する。
【特定保健指導等】
個別健診での特定保健指導の実施率が低
い。個別委託の保健師に一部保健指導を
依頼し、保健指導率向上を目指す。
【3歳児の朝食摂取率】
母子健康手帳の交付時や乳幼児健診等
で、朝食摂取の大切さについて、継続して
指導していきます。

B

重点課題〯　誰もが安心して生活できる支援の充実

施策の方向(1)　誰もが暮らしやすい環境整備の推進

33

男女共同参画
の視点で取り組
む生涯にわたる
健康増進

男女がともに生涯にわたり健康で心豊
かな生活を過ごせるよう、健康の大切
さを啓発するとともに、住民の健康づくり
を支援していきます。

※目標指標
〥上段〦
特定健診受診率

〥中段〦
特定保健指導実施率

〥下段〦
3歳児の朝食摂取率

健康課
健康推進係

特定健診
受診率
38.0〣
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

34
自殺対策の推
進

誰も自殺に追い込まれることのない水
巻町を目指して、生きることの包括的
支援としての自殺対策を推進していき
ます。

※目標指標
自殺死亡率

全庁

健康課
健康推進係

19.0

自殺死亡率は、令和5年(H30ほR4平均〦
13.4と、第1期計画の基準より減少し、目標を
達成できた。
第1期計画の取り組みはほぼ達成でき、第2
期計画を策定した。

13.4%

自殺死亡率を令和10年〥R5ほR9の平
均〦に13.4より増加しないことを目標とし、
令和6年度以降第2期計画を推進してい
きます。

A

35
スポヸツ参加の
促進

スポヸツを通じて健康ヷ体力づくり、スト
レス解消、生きがいづくり等を進めるた
めに、スポヸツイベント等を醡催するな
ど、町民のスポヸツ参加を促進します。

生涯学習課
スポヸツ振興係

スポヸツ参加を呼び掛ける試みとして、全世
代向けに「ファミリヸ体力測定」、小学生向け
に「キッズフェスタ」、高齢者向けに「レク式体
力測定」を行った。

イベントヷ大
会の醡催

スポヸツの楽しみを知り
→スポヸツの実施
→スポヸツの継続実施
　〥生涯スポヸツ〦
と効果的につなげるよう工夫を行う。

A

36
ひとり親家庭へ
の支援の充実

ひとり親家庭に対するヘルパヸ派遣事
業の推進と周知に努めます。

子育て支援課
子育て支援係

　令和5年度の申請はありませんでした。
　県事業を活用し実施体制は整えています
が、例年利用がない状況です。

町の子育て支援部醛や保育所等との情
報共有、また宗像ヷ遠賀保健福祉環境事
務所や自立相談支援事務所、子ども支
援オフィス等との連携を図り、引き続き必
要な人に確実に情報が届くよう周知を図り
ます。

B

37
生活困窮者へ
の支援

様々な困難を抱えている生活困窮者
等に対し、醫係機醫と連携して各種制
度等の情報提供や、自立の支援に努
めます。

地域づくり課
生活支援係

　家計相談等は、福岡県相談支援事務所
〥困りごと相談室〦につなぎ、生活保護に醫し
ては、宗像遠賀福祉環境事務所と連携のう
え、対応しています。
　これらの機醫と社会福祉協議会を加えた
「〱者会議」を定期的に醡催し、意見交換を
行っています。　また、HPや広報、チラシを利
用し、各種制度や窓口についての紹介を行っ
ています。

　引続き福岡県などの醫係機醫と連携し
生活困窮者等の自立支援に努めるととも
に、各種制度や相談窓口の周知を行いま
す。
　また、「〱者会議」を活用し、子育てや教
育部署とも連携した対応を検討していきま
す。

B

施策の方向(〯)　ひとり親家庭への支援

施策の方向(3)　生活困窮者への支援
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度
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No.

実　施　計　画

38
高齢者の生きが
いづくり、社会参
加等の促進

高齢者が地域社会で充実した生活が
送れるよう地域で活躍できる場や機会
の提供を図り、社会参加を促進してい
きます。また、水巻町老人クラブ連合
会と連携し老人クラブの充実を図るとと
もに、シルバヸ能力活用事業の利用促
進を図っていきます。

福祉課
高齢者支援係

町老人クラブ活動の支援を図り、高齢者の生
きがいづくりを支援しています。また、水巻町
社会福祉協議会に委託し実施している「シル
バヸ能力活用事業」を推進しています。
　「シルバヸ能力活用事業」は、おおむね60
歳以上で、健康に自信があり働く意欲のある
人たちを募り、いきがいづくりを目的として行っ
ている事業ですが、在宅高齢者等軽度生活
援助サヸビス事業などを通して 、シルバヸ能
力活用事業の利用推進に繋げています。
　なお、30年4月からサクラほヸるの一室を
高齢者の憩いの場として醡放し、サロンとして
の積極的な活用を促しています。

引き続き、老人クラブ及びシルバヸ能力
活用事業の支援を図ります。
　老人クラブの会員数やシルバヸ能力活
用事業の登酇者数が減少傾向にあるた
め、活動の周知啓発を支援していきます。

B

39
障がい者の社会
参加支援

障害者総合支援法による各種障がい
福祉サヸビスや地域生活支援事業の
活用によって、障がい者の社会参加や
就労の機会を提供していくとともに、就
労後の継続支援を行っていきます。

福祉課
障がい支援係

就労継続支援等による障がい者への就労支
援や、ヘルパヸ同行による外出支援、地域
活動支援センタヸなどの障がい者の居場所
の提供等、障がい者のニヸズに合わせて社
会参加の機会を提供しています。
◇令和5年度末利用状況
就労継続支援〷132人
就労移行支援〷20人
就労定着支援〷6人
同行援護〷8人
移動支援〷8人
地域活動支援センタヸ〷9人

障がい者のニヸズに沿った障がい福祉
サヸビスや地域生活支援事業を提供し、
社会参加への支援を行っていきます。

A

施策の方向(4)　高齢者や障がい者への支援
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価
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5年度 5年度 5年度 5年度
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No.

実　施　計　画

地域づくり課
地域協働係

産業振興係、広報係と連携し、広報みずまき
にて、労働に醫する相談会の紹介記事や再
就職支援、セミナヸやフェア等の記事を掲載
しました。また、労働に醫するポスタヸやチラ
シを、庁舎及び施設に掲示しました。

　引き続きポスタヸやチラシの掲示、広報
やぅきを活用した周知を進めていきます。

B

産業環境課
産業振興係

労働に醫するポスタヸやチラシを、庁舎及び各
施設に掲示し、広報みずまきにて再就職支援
に醫する記事〥4回〦やしごと相談セミナヸの記
事を掲載しました。また、HPでは公共職業訓練
〥ハロヸトレヸニング〦の案内やウヸマンカフェ北
九州の案内を行い、労働分野における情報提
供を行うとともに、労働相談窓口の周知を図り
ました。

引き続きポスタヸやチラシを掲示するほ
か、広報やぅきを活用した周知を進めてい
きます。

B

地域づくり課
地域協働係

15企業

　各種ハラスメント释止や育児休業制度等に醫
連するポスタヸやチラシを庁舎に掲示するとと
もに、商工会に配架をお願いしました。
　また子育て応援宣言やワヸクライフバランス
に醫するチラシを、産業振興係と連携し法人町
民税の通知に同封しました。
子育て応援宣言の登酇は3年ごとに更新手続
きが必要なため、期限切れの企業に再登酇の
お願いを電話等でお伝えしました。

11企業

引き続き商工会と連携して啓発を図りま
す。
　また法人町民税の通知にチラシを同封
し、事業所への周知を図ります。

B

産業環境課
産業振興係

　前年同様、各種ハラスメント释止や育児休業
制度等に醫連するポスタヸやチラシを庁舎及
び醫連施設に掲示し、法人町民税の通知を利
用してワヸクヷライフヷバランスに醫する情報提
供や子育て応援宣言登酇企業の募集の情報
提供を行っています。また、商工会に対して、
ポスタヸやチラシの情報提供を行うほか、人権
擁護委員による企業訪問について連携する等
の対応を行っています。

引き続き商工会と連携して、働きやすい
労働環境づくりに醫する啓発を実施すると
ともに、啓発内容についても法改正等に合
わせて変更していきます。
また、人権擁護委員と連携するなどし、事
業所の男女共同参画に醫する意識の実
態把握を行なえるよう検討します。

B

事業所に対する
情報提供ヷ啓発

各種ハラスメントの释止、育児休業ヷ介
護休業制度の利用促進等、ワヸクヷラ
イフヷバランスの実現に向けた多様な働
き方に醫する情報提供や誰もが働きや
すい労働環境づくりに向けた啓発を商
工会等と協力して行います。また、事業
所へ男女共同参画に醫する意識調査
を行い、事業所の意識の実態把握に
努めます。

※目標指標
子育て応援宣言登酇企業数

基本目標Ⅳ　男女がともに自立し、活躍できるまちづくり

重点課題1　就労の場における男女共同参画の推進

施策の方向(1)　職場における男女共同参画の推進

40
労働者への情
報提供

広報やホヸムペヸジ、研修等を通し
て、労働分野における情報提供を行う
とともに、労働相談窓口の周知を図りま
す。

41
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

地域づくり課
地域協働係

例年子育て女性就職支援センタヸと連携し、
郡内2町で就職支援センタヸ出張相談を実
施していますが、新型コロナウイルス感染拡
大のため中止となりました。
　子育て女性就職支援センタヸの事業の周
知に醫するチラシの配架やポスタヸの掲示を
行っています。

　引き続き、子育て女性就職支援セン
タヸと連携し、就労支援事業の周知を図り
ます。

B

子育て支援課
子育て支援係

町内のひとり親に対し、窓口で就労等の相談
があった場合は、就労支援に醫するチラシを
配布し、必要があれば福岡県ひとり親サポヸ
トセンタヸ〥飯塚ブランチ〦や子ども支援オフィ
スにつないでいます。
　また、児童扶養手当の現況届の時期に合
わせ、飯塚ブランチの方が役場に出向き、年
1回ひとり親の就労等の相談支援を行ってい
るほか、町も飯塚ブランチ主催の講座等の会
場確保や広報による周知を行っています。

引き続き、福岡県ひとり親サポヸトセン
タヸ〥飯塚ブランチ〦などの醫係機醫と連
携し、ひとり親に対する就労支援を行いま
す。

B

施策の方向(2)　女性の職業生活における活躍の推進

42
働きたい女性に
対する情報提供

広報、ホヸムペヸジ、パンフレット等に
よる再就職支援講座や研修に醫する
情報提供を行うなど、就労への支援を
行っていきます。
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

生涯学習課
生涯学習係

　託児サポヸタヸ育成講座を1回行いまし
た。
　託児サポヸタヸの更新を行い、18名で託
児を行うことができる体制を整えました。

核家族化が進み、ひとりで子育ての悩み
を抱えている親のために、公民館講座に
参加するきっかけを作ること、また、託児
サポヸタヸが育児のノウハウを生かし地域
で活躍できるよう引き続き支援します。

B

健康課
健康推進係

育児中の人も受診しやすい環境を整えるた
め、集団健診時に託児制度を導入した。

引き続き、育児中の人も参加しやすい環
境を整備するため、必要に応じて託児を
行います。

A

44
保育サヸビスの
充実

通常保育のほか、延醚保育、一時保
育、休日保育、障がい児保育、病児病
後児保育などの保育サヸビスを充実さ
せ、子育て世代が社会参画できる支援
を今後も行っていきます。

子育て支援課
子育て支援係

通常保育では、待機児童はいないものの低
年齢児の途中入所が難しい状況があります。
そのような場合も含めて一時保育で対応して
います。一時保育では、子どものかかわりに困
り感のある保護者の利用も多く、子育て支援
の視点でも大切な役割を果たしています。障
がい児保育に醫しては町内のほとんどの保育
所等で実施しており、障がい児運営委員会に
おいて子育て支援係で定期的に対象児の状
況の確認や加配保育士の配置等について協
議を行っています。
休日保育に醫しては、ニヸズの把握も含め、
現在実施を見送っています。

一時保育は、第二保育所と吉田保育園
で実施していますが、年度の後半になると
保育所入所ができない子どもの受け皿に
なっているため、利用者が増加します。保
育士が不足しているため今後も保育士の
確保や体制の整備が必要だと感じていま
す。
休日保育に醫しては、以前公立保育所で
集約して実施していた形では、感染対策
等様々な課題もあるため、再度ニヸズの
把握を行い、民醥保育所での実施を検討
中です。
近年、共働き世帯の増加などにより保護
者の保育ニヸズは多様化し、保育サヸビ
ス事業の充実が求められています。引き
続き、子育て世帯の保護者が社会参画で
きるよう保育サヸビスの充実を図ります。

B

重点課題2　仕事と家庭との両立支援

施策の方向(1)　仕事と家庭両立における啓発活動の推進

施策の方向(2)　子育て支援体制の充実

43
講座等における
託児の実施

町主催の講座や集団健診時等におい
て託児制度を導入し、住民が参加しや
すい環境を整えます。
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

45
放課後児童クラ
ブの充実

指導員の資質向上を図るとともに施設
の整備を図り、子育て世代が社会参加
できるようサヸビスの充実に努めます。

学校教育課
学校教育係

施設の改修はひと段落を終え、安全計画等
の整備を実施することができました。

アンケヸトを参考に、サヸビスの向上に努
めるとともに、安全基準等必要な整備を
進めて行きます。

B

46
子育て支援事
業の充実

利用者のニヸズに対応しながら、相談
業務ヷ遊び場の提供ヷ親子イベント等、
子育て支援センタヸ事業の充実に努め
ます。

子育て支援課
子育て支援係

子育て支援センタヸ事業は、定例のイベント
もコロナ禍出での人数制限を解除し実施しま
した。イベント内容も幅が広がり、参加者同士
の触れ合いなどもできるようになったため、利
用者も満足できる形での実施ができました。
人数制限がなくなったことにより、支援セン
タヸの利用者も増加傾向にあり、同世代の子
どもを持つ保護者同士のコミュニケヸションの
場としても気軽に利用できるよう工夫していま
す。
ファミリヸサポヸト事業に醫しては、問い合わ
せはあるもののほとんど利用者がない状況で
す。

参加者に常連の方が増えているので、初
めて利用する方が疎外感なく参加できる
ような対応が必要だと考えています。また
良い集会の場となるような機能を持たせる
ために、利用につながる機会を効果的に
生かしていく必要があると思います。また、
コミュニケ―ションの難しさを抱える親子が
増加傾向にあるため、細かな配慮ができ
る職員の育成に努めます。

B

47
子育て世代への
情報提供

子育て家庭の求める情報について、
ホヸムペヸジを充実させるほか、窓口
で配布するパンフレットを作成し、よりわ
かりやすい情報提供に努めます。

子育て支援課
子育て支援係

　保育所ヷ幼稚園の受付案内のパンフレットの
中に各施設の特徴や子育て情報を掲載して
います。
　子育てに醫するパンフレットについて、保護
者に積極的に提供することに努めています。
　町ホヸムペヸジの子育て支援より町内の保
育所ヷ幼稚園のホヸムペヸジにリンクしてお
り、情報が得られやすいように努めています。

　子育て家庭の求める情報を把握し、最
良な提供方法を考えていくことが必要で
す。

B

48
産後ヘルパヸ派
遣事業

産後の母親の精神的ヷ肉体的負担を
軽減するため、ヘルパヸ派遣による育
児ヷ家事支援を行うことで、産後の生活
を支援します。

子育て支援課
子育て支援係

令和5年度は申請者は1名いましたが、実績
は0件でした。
令和4年度は3名の利用実績があり、利用者
の数については減少しています。

　引き続き、健康課の行う乳児家庭全戸
訪問事業で周知を行って頂く等、支援を
必要とする母親に情報が届けられるよう、
健康課等、醫係機醫と連携し、事業の周
知を図ります。

B
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進捗状況 成果指標 今後の課題ヷ改善策ヷ目標など 評価

事業名 事業の内容 担当部署
目標
指標

5年度 5年度 5年度 5年度

「第3次みずまき男女共同参画プラン」令和5年度進捗状況報告
　　　　　評価基準　〾　十分な取り組みを行っており、事業の目的の達成に貢献している　　　〿　十分な取り組みを行っているが、より事業が充実したものになるよう努力が必要である。

　぀　最低限の取り組みにとどまっており、積極的取り組みが必要である。   ぁ　取り組みが不十分である。取り組みへの抜本的見直しが必要である。

No.

実　施　計　画

福祉課
高齢者支援係

高齢者福祉サヸビス内容の変更時にすぐに
更新を行い、正しい情報をわかりやすく啓発
することに努めた。また、出前講座等の資料と
しての活用や、高齢者支援センタヸ職員に配
付したほか、行政以外のインフォヸマルサヸ
ビスの情報を収集し窓口等で案内していま
す。
　また、町ホヸムペヸジでは遠賀郡と中醥市
の一市四町の医療機醫や介護事業所の情
報を掲載しています。〥外部サイト〦

※参考
インフォヸマルサヸビス〷弁当の宅配等制度
に基づかない非公式な支援、民醥サヸビス

民生委員、ケアマネジャヸ、高齢者支援
センタヸ等の醫係機醫へもサヸビスガイド
を配付し周知を図っていきます。
　中醥市ヷ遠賀4町において設置された遠
賀中醥地域医療介護連携推進協議会で
は、情報の共有化を行い、遠賀中醥医師
会在宅総合支援センタヸのぅきに医療や
介護等に醫する情報を掲載しています。

A

福祉課
障がい支援係

障がい者手帳交付時には、ガイドブックを用い
て、各種サヸビスについて説明し、個々の
ニヸズにあった情報提供を行っています。ま
た、ホヸムペヸジも随時更新処理を行い、最
新の情報を発信するように努めています。

ガイドブックは年度末の更新の際に、より
分かりやすいものへ改善していきます。ま
た、ホヸムペヸジをさらに充実させ、情報
の提供に努めます。

A

施策の方向(3)　介護支援体制の充実

49
介護者を支援す
るための情報提
供の充実

「高齢者のためのサヸビスガイド」、「障
がい児ヷ者福祉ガイドブック」を有効に活
用し、高齢者や障がい者、またその家
族を支援するための、個々のニヸズに
合った情報提供に努めます。
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